
単位数

15 心理学の歴史 心理学の成立
16 期末試験 15コマの復習・確認・総まとめ・筆記試験

13 個人差　2 性格の個人差
14 社会行動 集団社会での行動

11 情動 基本的情動
12 個人差　1 知能の個人差

9 言語 言語の特性
10 動機づけ 心理的動機づけ

7 知覚 視覚・聴覚
8 思考 問題解決

5 記憶 記憶のはたらき
6 感覚 感覚の分化と結合

3 発達と心理 発達と心理の関係
4 学習 学習理論

1 心理学とは 心理学とは何か・心理学を学ぶ意義
2 行動と心理 行動と心理の関係

回数 項目 内容

科目 心理学（リハ） 担当牧野　多恵子 履修学年 1年

時間数：90分×時限×16回（週1回） 履修区分：必修 2単位
【授業目標・到達目標】 
心理学の主要分野の代表的知見を学ぶ。心理学の基礎知識を習得することで、人間理解を深め、自分
自身および他者のこころについての洞察力を深める。 
【履修注意】 
・授業時には毎回テキストを持参すること。 
・グループワークを行い、レポート提出を求める予定である。 
・受講生の関心・理解度によって、授業の内容は変更することがある。 
・授業中の私語、携帯電話・スマートフォンの使用は禁止とする。 
【評価方法】 
グループワークレポート（1回）（40％）、期末筆記試験（60％）にて、総合的に評価する。 
【試験について】 
筆記試験 
再試験対象者の条件：総合評価点が60点未満の者　　 
【予習・復習】 
予習：事前に教科書の該当する箇所を精読する。（30分） 
復習：教科書・配布プリントなど参考にノートを整理する。（60分） 
【教科書】 
書籍名：　心理学第5版　　著者：　鹿取廣人・杉本敏夫・鳥居修晃（編）　　出版社：　東京大学出版会 
【参考書】 
書籍名：　適宜紹介する 
【その他の注意事項】 

【授業計画・内容】


